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平成２６年７月９日 

 

教育学部佐々木教授が第 33 回温泉関係功労者表彰を受賞しました！    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐々木教授の功績概要は、以下の通りです。 

 

日本温泉科学会において、評議員として 14 年間、事務局長として 2 年間、理事として

4 年間、日本温泉科学会の運営、研究推進活動に従事するとともに、温泉の泉源監視委員

会委員を務めるなど、温泉の保護と適正利用普及啓発に尽力した。研究面では温泉化学、

鉱物化学の分野において 36 年の長きにわたり温泉水の化学組成変化や温泉沈殿物の研究

を継続的に行い、これまで温泉関係の論文を中心に 100 篇に及ぶ論文、解説文、評論文を

執筆、著書は共著を含め 8 冊上梓した。また応用地質学会や長寿大学など各種の講演会で

招待講演を行うなど、温泉利用や環境保護の普及活動に努め、平成 17 年より平成 22 年

まで四国新聞紙上で 200 回以上にわたり「平成温泉学入門」、「続平成温泉学入門」を連載

執筆し、温泉学の普及、啓蒙活動にも積極的に取り組んできた。 

 

 

 

 

                              

 

 

環境省から、第 33 回温泉関係功労者表彰について公表があり、本学教育学部の佐々

木信行教授が表彰されることになりました。 

温泉関係功労者表彰は、温泉の保護、温泉の採取等に伴い発生する可燃性天然ガスに

よる災害の防止及び温泉の適正利用に関し、特に顕著な功績のあった者に対して、その

功績をたたえるために、昭和 57 年度から環境大臣表彰を行っているもので、今回が第

33 回目となります。 

なお、表彰式は、平成 26 年 7 月 10 日（木）に環境省において執り行われます。 

 

� 問い合わせ先  

佐々木信行（香川大学教育学部教授） 

TEL：087-832-1459（直通） 

 ※上記不在の場合 香川大学教育学部総務係長 野口 

TEL：087-832-1405 


